
1232

〔婚鷹鷺 罰

UFTに よっ てComplete　 Remission(CR)が

得 られ た 腎 癌 多 発 性 肺 転 移 の1例

横浜市立市民病院泌尿器科(部 長=福 島修司)

菅原 敏道 ・桜本 敏夫 ・福島 修司

COMPLETE　 REMISSION　 OF　 LUNG　 METASTASIS　 OF　 RENAL

CELL　 CARCINOMA　 BY(UFT)THERAPY

Toshimichi  SUGAWARA, Toshio SAKURAMOTO and Shuji FUKUSHIMA 

    From the Decision of Urology, Yokohama Municipal Citizen's Hospital 
                    (Chief: Dr. S. Fukushima)

Acase　 of　 multiple　 lung　 metastasis　 of　 renal　 cell　carcinoma　 in　which　 complete　 remission　 was

obtained　 with　 administration　 of　UFT●(Tegafur-1-Uracil)is　 reported.　 The　 patient　 was　 a　5$-year-

old　 male,　 who　 already　 received　 right　 nephrectomy　 and　 previous　 chemotherapy.　 However,　 because

the　 chemotherapy　 was　 ineffective,　 UFT●was　 administered　 orally　 at　a　dose　 of　 400　 mg　 every　 day.

Response　 of　 the　 lung　 lesion　 was　 observed　 IQ　weeks　 after　 starting(UFT●)therapy　 and　 complete

disappearance　 of　 the　 lesion　 was　 obtained　 6　months　 later.　 The　 duration　 of　 complete　 response

lasted　 G　months.

This　 case　 suggests　 that　 UFT●could　 be　 a　 useful　 anticancer　 drug　 against　 advanced　 renal

cell　 carcinoma.
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緒 言

進行腎癌は,膀 胱癌,前 立腺癌 とならんで治療成績

の不良な疾患であ り,化 学療法,免 疫療法,ホ ルモ ン

療法な ど,h試 み られているが,特 に有効な治療法

は,ま だ見出 され ていないi;.

われわれ は,両 肺野に広範な転移 単を有す る腎癌症

例に対 して,UFT●(TegafurとUracilの 配合 カプ

セル剤)を 投与 して8ヵ 月後V`CRが 得 られたので

報告す る.

症

患老:58歳,男 性

主訴:無 症候性血尿

家族歴:特 記すべ きことな し

例

既往歴:24歳 時に肺結核で右胸郭形成術,38歳 か ら

高血圧症で服 薬.

現病歴:1984年sAlo日 頃 か ら無症候性血尿 が あ

り,同 年7月9日 当科を受診 した,初 診時 の膀胱鏡検

査 で は膀 胱 内景 に 異 常 な く,数 回 の尿 細 胞 診 も正 常 で

あ った.排 泄 性 腎 孟 撮影 で右 腎腫 瘍 を 疑 い7月13日 入

院 とな った.

入 院 時 現 症 身長159cm,体 重53.5kg,脈 拍114/

分,整,血 圧138/100mmHg.眼 瞼 結 膜 に 中等 度 の

貧 血 が あ り,右 上 胸 部 に 手 術 に よ る陥 凹変 形 を 認 め

る,右 側 腹 部 に 可 動 性 の右 腎下 極 を 触 知.

入 院時 検 査 成 績 血 沈 値:1時 間 値30mm,2時

間値60mm.末 梢 血:RBC382×104,WBC8,700,

Hb10.8g/dl,Ht33.7%,血 小 板33.9×io4.血 液 生

化学:FBS95mg/dl,γ 一GTP57mu/ml,LAP139

G-R単 位,AlP7.6KA単 位,T-c167mg/dl,

LDH253mu/ml,GOT18mu/ml,GPTllmu/

ml,T。P.5.8g/d1,AIG2.36,Alb70.3%,α1-G3.7

%,α2.G10.2%,β.G8.0%,Y-G7.7%,TTTO.6

単 位,zn.T.T.3.5,BuNll.omg/dl,Cr1,10mgt

dl,UA7.3mg/dl,Cl102mEq/1,Na138mEq/1,K

4,2mEq/1,Ca8.5mg/dl,P3.2mg/d1.血 清CRP

(2+).尿 所 見:蛋 白(+),糖(+),R.BC多 数/hpf
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Fig.1.入 院 時 の胸 部 レ線(矢 印 が 転移 巣)
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Fig.2.選 択 的腎 動 脈 造 影

Fig.3.腹 部CT

獲

wBc5～6/hpf,尿 細 胞診 陰性.腎 機 能 検 査:Ccr85

1/d,フ ィシ ュバ ー グ テス ト1020.胸 部 レ線:右 胸 郭

の変形 あ り.右 上 肺 野 と左 下 肺 野 に各 々直 径22mm,

11mmと25mmの 合 計3コ の 銭 形 陰影 が 認 め られ

た(Fig.1).腎 血 管 造 影 右 腎 中 ～ 下 極 に か け て腫
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摘出腎組織豫(×200)

瘍 血 管 の増 生 が 認 め られ る(Fig.2).腹 部CT:右

腎 に濃 淡 不 整 な腫 瘍 像 を認 め る(Fig.3).

以 上 の検 査 結 果 か ら右 腎腫 瘍stageDと 診 断 し,

1984年7月25日 右 腎摘 除 術 を 施 行 した.

手 術 所 見=経 腹 的 に右 腎 を摘 出 した.重 量280gr.

腎 は後 面 で 肋 骨 お よび 背筋 と強 く癒 着 して い た.触 視

診 上,肝 ・後 腹 膜 リンパ節 に転 移 を 認 め な か った.リ

パ節 郭 清は 行 な わ な か った 。

病 理 組 織 診 断lclearcelltypeのrenalcellcar-

cinoma.tubularあ るい はtrabeculararrangement

を示 すclearcellの 増 生 を主 体 像 とす る(Fig.4).

術 直 後か らほぼ24時 間 自発 呼 吸 が 出ず,人 工 呼 吸を

行 な った が,そ の後 の経 過 は 順調 で あ った.8月13日

か ら α型 ヒ トリン パ 芽 球 イ ン タ ー フ ェ ロ ン(以 下

HLBIと 略 す)600万 単 位 連 日筋 注 と,ビ ン ブ ラス チ

ン5mg,メ ソ ト レキ セ ー ト500mgお よび ペ プ ロマ

イ シ ン10皿gを 初 日に 静 注 す る多 剤化 学 療 法(1週

を1コ ー ス とす る)を 開 始 した.全 経 過 をTable1

を示 した.こ の 化学 療 法 を 同年10月1日 ま でに3コ ー

ス施 行 した が,肺 転 移 巣 は増 加,増 大 した.そ こで こ

の化 学 療 法 は 無 効 と判 断 し,3剤 最 終投 与 の3週 間 後

か らUFT単 独 投 与 くi日4カ プ セ ル,FT量 と し

て400mg)を 開 始 した.10月 中 旬 に は血 疾 も出 現 し,

肺転 移 の増 悪 は12月 末 頃 ま で続 い た,12月10日 の胸 部

レ線 をFig.5に 示 す.し か し1985年1月 初 旬 か ら肺

転移 巣 は徐 々 に 縮 小 し始 め,7月 中 旬 に は 完 全消 失

(Fig.6)し,CRと 判 断 され た.本 治療 中,HLBI

投 与2日 目まで39℃ ま で の発 熱 と,3剤 併用 化 学 療

法 中 の 白血 球 減 少(2,300ま で)と 血 小 板減 少(7.5万

ま で),食 思 不 振 の 副作 用 がみ られ たが,'UFT投 与

中 の副 作 用 は な か った.患 者 は1985年1月 か ら通 院 治

療 を行 な って い て,同 年ll月 か らは 通 常 業 務 に就 いて

い る.現 在 もUFTの 投与 は続 い て い るが1986年1

月 か ら右 中 肺 野 に 銭 形陰 影 が 出現 し,次 第 に増 大 しつ
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Tablei.治 療 経 過
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肺転移 巣増悪極期(1984年12月)の

胸部 レ線
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Fig,7,1986年6月 の胸 部 レ線(矢 印が再 発 部 位)

つ あ る.1986年6月 の 胸 部 レ線 をFig,7に 示 した.

Fig.s.CR時(1985年8月)の 胸 部 レ線

考 察

UFTは1-(2-tetrahydrofuryl)-5-fluorouracilと

Uraci1の14の 合剤 で5FU二 の不 活 化 をUraci1

に よ り阻 害 して,腫 瘍 内濃 度 を 高 め る も の とい われ て

い る.泌 尿器 科 領域 で は,膀 胱癌 ・前 立 腺 癌 ・腎癌 な

に 試 み られ て い るが,志 田 ら2)のphaseIIstudyで

は 腎 癌 に 対す る奏 効 率 が 最 も高 く,30%(10例 中CR.

1例,PR2例)と 報 告 され てい る.ま た 増 田 ら3)は

奏 効 率33,3%,小 関 ら4)は 同37,5%で あ った と報 告 し

てい る.そ の 他 に,5FUと そ の誘 導体 に よる有 効 例

と して 里 見 ら5)は32例 中4例(13%)を 報 告 して い る

今 回わ れ わ れ が 報告 した 症 例 は,UFT投 与 に 先 立

って,イ ソ タ ー フ ェ ロ ンを 含 む 多 剤 併 用 化学 療 法 を 行

な っ て い るが,そ の 治療 期 間 中 も転 移 巣 の 増 悪 が み ら

れ た ため,無 効 と判 断 した.UFT療 法 に 変更 後 も,
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転移巣の増悪 は続 き,腫 瘍縮小の効果が現われたのは

UFT投 与開始か ら,ほ ぼ10週 間経 って か らで あ っ

た.志 田 ら21,増 田ら3)の例で もUFTの 効果発現は

4～12週 間,長 いものは7ヵ 月を要 してお り,本 薬剤

の効果判定には,比 較的長期 の経過観察が必要 と考え

られた,

最近の化学療法の進歩に よって,進 行癌の治療成績

は,め ざましく向上 しているが、腎癌においては特 に

有効な薬剤は見 出されていない.最 近 では イソターフ

ェロンで比較的高い有効率の報告が あ り6),期 待 され

ているが,UFTは,経 口投与 ができること,副 作用

も比較的少ないことか ら長期投与が可能であ り,し た

がって臨床的に使いやす く,本 疾患 には非常に有用 で

あると考え られた.

結 語

腎癌の多発性 肺転移がUFT投 与で完全消失(CR)

した症例を報告 した.UFTは 進行 腎癌に有用である

ことが示唆され た.
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